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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

トップへ

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．各プラント及び建設現場では、環境に配慮した稼働や施工を推進します。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

８ ．この環境経営方針は全従業員に周知徹底するとともに、公表します。

　当社は創業以来地元地域の発展と豊かな暮らしのために、人と自然の調和した環境づ
くりに事業を通じて、日夜邁進してまいりました。
　お客様のニーズに応えられるようにをモットーに安定供給、及び各種の工事の施工の
ため、我が社の組織の充実をはかり、社員教育、技術、品質の向上に努めてまいりまし
た。
　地球自然を大切に、初心を忘れず誠実、迅速をモットーに皆様に愛される企業づくり
に努めてまいります。

事務所、プラント及び建設現場で電気使用量及び重機・車両等の化石燃料の使用
量を減し、二酸化炭素の排出量を削減します。

2018年1月10日

建設現場からの廃棄に関して、分別を積極的に実施することにより建設リサイク
ルを推進します。

収集した産業廃棄物に関して、分別を積極的に実施し、中間処理することにより
リサイクルを推進します。

環　境　経　営　方　針

制定日：

改定日：

代表取締役

2020年7月1日

事務所、プラント及び建設現場から排水する水の汚染、汚濁を防止及び節水に努
め、水の使用量を削減します。

　当社は、日本最大級の湖『琵琶湖』を含む、豊かで美しい自然環境との共存を最重
要課題であると認識し、事業活動のあらゆる面で、環境に配慮した循環型社会の構築
と、人と人との和をもって豊かな環境の創造に貢献し、地球温暖化問題への取り組み
や地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

安田　勉
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□取組対象組織・活動

（１） 名称及び代表者名

株式会社　安田組

代表取締役　+安田　勉

（２） 所在地

本社・倉庫・資機材置場・駐車場 〒529－1331 　滋賀県愛知郡愛荘町愛知川796番地7 トップへ
湖東プラント 〒527－0127 　滋賀県東近江市南清水町壱斗川原800番他
多賀プラント 〒522－0322 　滋賀県犬上郡多賀町大字佐目729番地

（３） 法人設立年月日

（４） 資本金
２０，０００千円

（５） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　専務取締役：安田　圭 連絡先： TEL:0749-42-4180　　FAX:0749-42-4182
連絡担当者　総務部：福山　さゆり 連絡先： TEL:0749-42-4180　　FAX:0749-42-4182

（６） 事業内容（認証・登録範囲）
☆建設業
　　 土木、とび・土工、建築、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、水道施設工事業
☆産業廃棄物収集運搬業

　滋賀県知事許可　第０２５０００１５７６３号
　　 廃プラ、金属くず、ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、木くず
☆産業廃棄物処分業

　滋賀県知事許可　第０２５２００１５７６３号
　　 中間処理：処分方法：破砕　　ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

処理能力：1,077ｔ/日
☆一般廃棄物処理業

　東近江市長許可 東廃対指令第１６８号 一般廃棄物（がれき類）
☆砂利採取業、砕石採取業及びその販売業
　　 滋賀県知事許可　第２６１号 滋賀県採石登録　第２４０号
☆エコアクション２１認証・登録
　 （財）持続性推進機構　第００１２５０２号

（７） 事業の規模 単位：百万円

＊当社の事業年度は７月1日から翌年６月30日です

従業員　　　　　 名

延べ床面積　　　 ㎡

事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

（８）

＊使用量が微量の為、目標には掲げないが、LPGで108 kg-CO2、灯油で3,150 kg-CO2の二酸化炭素排出量を含んでいます。

㎥

＊購入電力の調整後排出係数は、2019年関西電力の0.318Kg-CO2を2021年から2023年の3ケ年間固定
します。

5,000

駐車場

23

湖東プラント

 kg-CO2 1,482,817 1,050,291

倉庫 資機材置場
合計

本社・倉庫・資機材置場・駐車場

－

14名 14名

－

597

多賀プラント

2021年度

104

二酸化炭素排出量百万円当り原単位

取組項目

二酸化炭素排出量

5

合　　計建設材料生産販売 産業廃棄物処理

116,512

2022年度

481百万円

昭和58年7月1日

34百万円

過去3ケ年間の環境負荷の推移

2020年度単位

1355百万円

66,123

32件32件

本社

210

売上高

198,336

kg-CO2/百万円 1,057

155.2

204

775.1

130.3

210

30名

2 30

10,000

1,472,375

1,197

水使用量

＊化学物質の使用はないので、目標に掲げません。

産業廃棄物排出量 ｔ 160.2

2022年

工事件数

従業員

840百万円

建設工事

2名

＊多賀プラントは、2022年9月より事業を停止している。
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☆受託した産業廃棄物の処理量

収集運搬量 ｔ

中間処理量 ｔ うち再資源化量 ｔ

最終処分量 ｔ

中間処理後の産廃の処分量 ｔ うち再資源化量 ｔ

☆受託した一般産業廃棄物の処理量

中間処理量 ｔ うち再資源化量 ｔ

☆車輛

車種

18ｔセミトレーラ 台

10ｔダンプカー 台

10ｔキャブオーバ 台

3ｔダンプカー 台

合計 台

トップへ

☆主要設備

台数 備考

ロールクラッシャ 基

インパクトクラッシャ 基

☆積み替え保管施設

㎡ ｍ

注：㈱安田組リサイクルセンターは湖東プラント内にある施設名です。

☆産業廃棄物・一般廃棄物　中間処理フロー図

保管面積

12

1

備考保管上限

35,063 35,063

35,063

2

2

台数

名称

㈱安田組リサイクルセンター

産業廃棄物

0

27,978

0

0

32,982

17

備　　考

1

1

2,060 6.75

排出先

収集

分別

破砕

再生販売

名称
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□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：株式会社　安田組

対象事業所：本社・倉庫・資機材置場・駐車場 〒529－1331 　滋賀県愛知郡愛荘町愛知川796番地7

湖東プラント 〒527－0127 　滋賀県東近江市南清水町壱斗川原800番他

多賀プラント 〒522－0322 　滋賀県犬上郡多賀町大字佐目729番地

事業活動： 砂利・砕石採取業及び販売業、建設業（土木、とび・土工、建築、鋼構造物、舗装、じゅんせつ、

水道施設工事業)

産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理・破砕）、一般廃棄物収集運搬業

□事業や製品（商品）の紹介
大津能登川長浜線他補助道路整備工事

トップへ

湖東プラント
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境経営レポートの承認・発行許可

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（許可後、事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

部門長

代表者（代表取締役）

環境管理責任者

ＥＡ２１事務局

役割・責任・権限

全従業員

環境管理 責任者

ＥＡ２１事務局

代表者

2022年7月1日

総務部 営業部 工事部 工事現場

工事現場代理人

多賀プラン

ト
湖東プラント
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□許可の内容
　　□一般廃棄物処分業許可の内容

東近江市 一般廃棄物（がれき類）

　　□産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

滋賀県 無 ○ ○ ○ ○ ○

　　□産業廃棄物処分業許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

○ ○

□廃棄物処理フロー

許可番号

積
替
保
管

許可有効年月日

（社外処理）

令和8年11月4日

滋賀県
許可有効年月日

第02520015763号

破砕

第02500015763号 平成31年4月9日

廃棄物の種類

許可番号

不適物最終処分

許可年月日

許可有効年月日許可年月日

（社外処理）

計量

中間処理
（社内）

産業廃棄物

計量

事業の範囲

中間処理

一般廃棄物

令和3年11月5日

備　　　考

廃棄物の種類許可番号

許可年月日

令和6年3月14日

令和5年6月26日 令和7年7月3日東廃対指令第168号

（社外処理）

許可区域

（社外処理）

有価物

許可区域

不適物最終処分

有価物

中間処理
（社内）
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

受託収集運搬量 トン

受託中間処理量 トン

受託処分量 トン

トン

トン

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh （関西電力の2019年度の調整後の排出係数）　

＊灯油使用量、ＬＰＧ使用量の、二酸化炭素排出量 　3､258kg-CO2は上記に含みません。

＊水使用量は、各プラントでの地下水使用量は変動が大きいため対象外とする。

※負荷の実績は建設現場を含む

□環境経営目標及びその実績 評価：〇達成　　△基準年105％以内達成　×未達成

基準年度比

トップへ

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
電力による二酸化炭素削減
数値目標

・不要照明の消灯
・空気圧縮機のエア洩れ点検

取組紹介欄

合計
2019年 882,391
2022年 1,051,822

2022年

1,050,291

775.1

27,978

35,063

-

238,434

建設廃棄物の再資源化
率の推進

〇

基準値

☓

95%

78,654

148 146

96% 95%

96% 95%

99.4%

655

156,820

5月1月9月

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

㎥

○

3月

産業廃棄物の削減

基準年度比

248,395
○

-
95%

210

☓
達成状況

154

取組結果とその評価、次年度の取組内容

100% 97%

149
水道水の削減

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

評
価

96%

21,150

49,067

100%

485,556

160.2

210

443.0

70,424

自動車燃料による二酸
化炭素削減

1,303,846

97%

2022年

1,264,731

96%

1,251,693

1,521,069

813,123

kg-CO2

2023年

95.6%

22,031

51,112

実績

269,376334,479

○

2019年

95%

○

68.1% 96% 95%
〇

1,152

1,460,068

1,106

1,201,494

一般廃棄物の削減

2024年

444.2

210

2020年

1,590,853二酸化炭素総排出量

項　目

上記二酸化炭素排出量合計
基準年度比 100% 97%

基準年度比

kWh

272,182

kg-CO2

○

96%

1,202,625

95%

1,190,098

☓

847,095

119.2%
280,600

0.318

95%

711,392

目標

250,983 160,196

56%100%

○

466,134

-
95%

97%

--

258,745

基準年度比

%

1,164

ガソリンによる二酸化
炭素の削減

100%
21,052

48,84149,579

97%

470,989

1,200kg

kg-CO2

97% 54.6%基準年度比

基準年度比

100%

1,045,8721,536,9131,584,447

21,370

　　　　　　　　  　年　度
　　　項　目

258,573
96%

256,803

95%

電力による二酸化炭素
削減

882,391 855,919 1,051,822

軽油による二酸化炭素
の削減

1,215,152

52.9%

662,552

基準年度比

kg-CO2

L

97%

1,252,734

100%

20,929

48,556

95%

461,278

L

kg-CO2

97%

kg

-

61.9%

2月
単位：kWh

6月

84,23889,77185,538
83,58980,132

8月に社屋を改装、部署の変更があり、個別の部屋が増えたことから、そ
れぞれの冷暖房費が増加した。パソコンの台数も増え、電気使用量が増加
した。
冷暖房の設定温度はかなり控え目にできているので、やむを得ない。
常時使用しない部屋における冷暖房使用時は事前の換気を意識し、来客時
間に合わせたエアコン、照明の使用を徹底している。
個別の取組みは継続していく。

87,097

11月 4月12月

○
○

90,911
69,272

92,265

10月
85,339 69,562

136% 96% 95%
＊灯油使用量、ＬＰＧ使用量の二酸化炭素排出量　4，419kg-CO2 は上記に含みません

100,965
76,54568,680 72,632 59,312 83,589

1.1

204

27,935 31,885 32,839

31,885 32,839

2021年

1,023,492

2019年

31,885 32,839

160.85

0.66

35,063

89,101

上水使用量

二酸化炭素総排出量
百万円原単位

kg-CO2/百万円 1,408 1,197

1.2 0.6

730

1,472,375

31,885

155.2130

156.3

27,935

　産業廃棄物排出量

㎥

130.9

143

93,324

7月
79,282

86,080

8月

73,878

0

50,000

100,000

150,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2019年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

数値目標
・アイドリングストップ

取組紹介欄

合計
2019年 22,031
2022年 21,052

取組紹介欄

合計
2019年 485,556
2022年 256,803

一般廃棄物の削減
数値目標

・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・梱包材の再利用

取組紹介欄

合計
2019年 1,200
2022年 655

○

7月

○

50

38,493

・分別の徹底

42,591
23,831 21,606 24,548 24,98422,878

達成状況

○

10月
50

45 40

○
○

重機、ダンプのエコドライブ実施のため、チェックシートを使用し
取り組みの意識付けを開始した。現場によって燃料消費に偏りが出
てしまうので対策するのが難しいが、エコドライブなどの意識づけ
を徹底していくべく努力し、浸透している。

5月

34,774 30,468 37,054

250 50
45

1,756

○

1,990 2,116 1,516

17,273

45 45
50

52,548

単位：Kg
5月

17,837

50

1,706

37,012

1,668
1,850

・エコドライブ
○・効率的なルートで配送

・エリア別営業活動の見直し

1,930

17,962

6月

85 4545

4月

50

コピー用紙の裏紙、使用済み封筒、緩衝材などの再利用の徹底。近隣
の自治会の資源回収(段ボール紙、新聞紙、雑誌）により地域貢献を
行っている。ごみの分別（缶、ビン、その他）の徹底は浸透してい
る.目標指数を達成できた。継続して取り組みたい。
確認によりコピーミスを少なくすることは実践できている。

1,910
9月

1,412

8月 9月 10月

1,940

7月

45
50

9月

1,005

32,955 42,96039,105 45,646

1,9501,850
4月3月

3月 5月

1月
50 50

取組結果とその評価、次年度の取組内容

50
6月2月 3月

250

単位：L

1,712
2,216

51,950

12月 1月
1,758

11月 4月12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月 2月

1,781

2月 6月

単位：L

1,7502,1001,831

50
8月

1,831

22,73224,139

1,587

22,806 16,207

1,918

○

7月 11月10月

達成状況

○

8月

12月
250
115

11月

0

1,000

2,000

3,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン（L) 2019年 2022年

0

20,000

40,000

60,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油（L) 2019年 2022年

0

100

200

300

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年
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産業廃棄物の削減
数値目標

・建設廃棄物の分別の徹底
・素材別ボックスの設置
・必要な資材を必要な量を購入

取組紹介欄

合計
#REF! 258,745
2022年 160,196

建設廃棄物の再資源化率の推進
数値目標

実績 合計
2022年 99.4%

取組紹介欄

合計
2019年 154
2022年 210

□法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）の適正処理
建設副産物の管理、建設資材廃棄物の再資源化
廃自動車のリサイクル券
廃家電のリサイクル券
車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
空気圧縮機、送風機等の届出、規制値遵守
圧縮機等の届出、規制値遵守
油類・有害物質の保管、事故時の措置
特定施設の届出、建築物等の解体・補修時には石綿含有建材の事前調査
浄化槽の適正管理
除害施設

危険物の届出・保管
品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

遵守

遵守

○

2,104

達成状況

9月

○

○

○

11月10月

振動規制法
騒音規制法

家電リサイクル法

遵守
遵守

大気汚染防止法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法

フロン排出抑制法

適用される法規制 遵守状況
遵守

遵守

遵守

水質汚濁法

顧客要求事項

遵守

遵守

遵守
遵守
遵守

業務用空調機・建設重機等点検記録、廃棄後の記録の保存、解体工事時の事前調査

浄化槽法

84,959 33,171

15

2,080

資源の分別等を行い、再資源化をはかり産業廃棄物量を削減し
た。次年度も資源の分別等を徹底する

16

8月
100% 100%

9月 10月

17

100%
7月

95%

1623
15

30,522 4,530

達成状況

○

6月

0

910 11
10月8月

・作業ミスによる廃棄量の削減

7月

9月

25,020

単位：Kg
12月

2,34014,060
4月

2月

3,975

建設副産物は再資源化を推進して93.5％であった。次年度も資源の
分別等を徹底する

1月

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8,750

3月

5月3月2月

0

6月

25,020

6月
#DIV/0! 95%

3,600
8800

18

12月

17

1月 2月 3月 4月 5月
99%

16 19 17

単位：㎥

12
11月

12

11月
95% 95% 95% #DIV/0!

16

1月

△

〇

1,950

○

・再資源化先の開拓

2,850
8月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月

・分別の徹底

#DIV/0!

水道水の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標
・節水シールの貼り付けとポスター掲示
・流しっはなしにしない

×
○
○

節水シールを張り、節水意識の向上を図ったが、洗車回数が増え
た。次年度も節水に努める

19 16 18

4月 5月
14

12月
12 15

下水道法

消防法（危険物）

道路運送車両法

建設リサイクル法 遵守
自動車リサイクル法 遵守

17,420 16,000

11

20,180 91,620

0

10

20

30

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

水道水（㎥） 2019年 2022年

0

50,000

100,000

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

産業廃棄物（kg） #REF! 2022年
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□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所： 本社　炊事場
■参加者： ■実施内容：

・消火訓練
■評価： □ あり ☑ なし

消火器の取扱いや通報等手順書通りの訓練が出来た。
■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所： 本社　駐車場
■参加者： ■実施内容：

・流出事故対応訓練
■評価： □ あり ☑ なし

運搬車輌からのオイル漏れに対し、手順書に基づく対応が出来た。
■実施状況の様子

トップへ

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

安田圭他11名

安田圭他6名
2022年8月2日

2023年7月31日

2022年8月1日

手順書の変更の必要性

【代表者の全体の評価と見直し・指示】

手順書の変更の必要性

エコアクション21の取組みも6年目になり、2022年度の二酸化炭素排出量は絶対量で基準年比66%に達成した.また二酸
化炭素排出量売上高百万円原単位においても55％の達成となった。これはEA21での取組みが社員に浸透し、結果とし
て現れたものと評価できる。引続き継続し、より発展のある取組みにしていかなければならない。取組みには問題な
いが、環境負荷が大きく変動したので、次年度は、環境経営目標、環境経営計画は変更する。また、環境経営方針及
び実施体制は現状を継続する。
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□これまでの環境活動の紹介

滋賀県ではごみのない美しい環境に恵まれた住みよい郷土づくりを進めるため、「びわ湖の日」環境美化活動に参加しまし
た。
採石業は、ただ山を切り崩しているだけではなく、現状回復と緑化するまでが業務ですので非常に重要な作業です。
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